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尾
身
朝
子
総
務
副
大
臣
お
よ
び
本
会
の
清
水
富
雄
会
長
（
横
浜
市
会
議
長
）
を
は
じ
め

と
す
る
議
会
三
団
体
の
会
長
は
1
月
26
日
、
第
33
次
地
方
制
度
調
査
会
の
答
申
等
を
踏
ま

え
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
・
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
・
日
本
商
工
会
議
所
に
対
し
て
、

地
方
議
会
議
員
の
立
候
補
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
要
請
を
行
っ
た
（
1
面
～
2
面
）。

総
務
省
か
ら
の
要
請
に
続

い
て
、
議
会
三
団
体
か
ら
そ

今
回
の
要
請
は
、
昨
年
12

月
に
第
33
次
地
方
制
度
調
査

会
が
取
り
ま
と
め
た
「
多
様

な
人
材
が
参
画
し
住
民
に
開

か
れ
た
地
方
議
会
の
実
現
に

向
け
た
対
応
方
策
に
関
す
る

答
申
」
等
を
踏
ま
え
て
実
施

し
た
も
の
。
答
申
は
、
多
様

な
人
材
の
参
画
を
前
提
と
し

た
議
会
運
営
や
住
民
に
開
か

れ
た
議
会
の
実
現
に
向
け
て
、

各
議
会
で
工
夫
す
べ
き
取
組

の
ほ
か
、
勤
労
者
が
立
候
補

し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る

観
点
か
ら
、
各
企
業
の
自
主

的
な
取
組
を
要
請
す
る
こ
と

等
に
つ
い
て
提
言
し
て
い
る
。

尾
身
副
大
臣
は
、
地
域
社

会
で
議
会
が
果
た
す
役
割
の

重
要
性
を
述
べ
る
一
方
、近
年

の
無
投
票
当
選
の
増
加
や
議

日本経済団体連合会にて要請書を手交

全国中小企業団体中央会にて要請書を手交

日本商工会議所にて要請書を手交

総 務 省
議会三団体

員
の
な
り
手
不
足
、
女
性
や

60
歳
未
満
の
議
員
、
勤
労
者

の
割
合
が
低
い
状
況
を
説
明

し
、
多
様
な
人
材
が
参
画
し
、

住
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
実

現
し
て
い
く
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
旨
、
述
べ
た
。

そ
の
上
で
、
▽
地
方
議
会

議
員
選
挙
に
お
い
て
、
勤
労

者
が
容
易
に
立
候
補
で
き
る

よ
う
に
立
候
補
に
伴
う
休
暇

制
度
の
整
備
や
立
候
補
し
た

「
立
候
補
し
や
す
い
環
境
整
備
を
」

清
水
会
長

要請先 ▽日本経済団体連合会(藤原清明専務理事、岩崎一
雄常務理事)▽全国中小企業団体中央会(佐藤哲也専務理事、
佐久間一浩事務局次長、大谷武士労働政策部長)▽日本商工
会議所(久貝卓常務理事、荒井恒一理事・事務局長、五十嵐
克也理事・企画調査部長、大下英和産業政策第二部長)

勤
労
者
に
対
す
る
解
雇
や
減

給
等
の
不
利
益
な
取
扱
い
を

し
な
い
こ
と
▽
企
業
に
勤
務

し
な
が
ら
議
員
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
議
員
と
の
副
業
・

兼
業
を
可
能
と
す
る
こ
と
―

に
つ
い
て
、
状
況
に
応
じ
て

就
業
規
則
の
見
直
し
な
ど
に

自
主
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
各
経
済
団
体

に
対
し
て
、加
盟
す
る
団
体・

企
業
へ
の
周
知
を
求
め
た
。

れ
ぞ
れ
要
請
。
本
会
の
清
水

会
長
は
、
就
業
者
の
９
割
を

会
社
員
が
占
め
て
い
る
現
状

を
述
べ
た
上
で
、
女
性
や
若

者
を
含
む
幅
広
い
会
社
員
層

か
ら
地
方
議
会
の
議
員
に
立

候
補
し
や
す
い
環
境
整
備
を

求
め
た
ほ
か
、
各
企
業
に
お

け
る
議
員
と
の
副
業
・
兼
業

を
認
め
る
就
業
規
則
の
見
直

し
や
、
議
員
活
動
の
た
め
の

休
職
や
任
期
満
了
後
の
復
職

に
つ
い
て
の
考
慮
を
求
め
た
。

【
要
請
参
加
者
】
▽
尾
身
朝

子
総
務
副
大
臣
▽
柴
田
正
敏

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会

会
長
▽
清
水
富
雄
全
国
市
議

会
議
長
会
会
長
▽
南
雲
正
全

国
町
村
議
会
議
長
会
会
長

議
会
三
団
体
要
請

経
団
連
な
ど
経
済
団
体
へ
要
請 
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勤労者の地方議員への立候補のための環境整備に関する要請書

日頃より、総務行政の推進に格別の御配慮を賜り、厚く御礼申し上げます。
第 33 次地方制度調査会において、昨年 12 月 28 日、岸田内閣総理大臣に対して「多様な人材が参画

し住民に開かれた地方議会の実現に向けた対応方策に関する答申」が行われました。同答申においては、
多様な層の住民の議会への参画につながる方策として、多様な人材の参画を前提とした議会運営や住民
に開かれた議会の実現に向けて各議会において工夫すべき取組のほか、勤労者が議員に立候補しやすい
環境を整備する観点から、各企業の状況に応じた自主的な取組として、就業規則において、立候補に伴
う休暇制度を設けることや、議員との副業・兼業を可能とすること等についても提言されています。

また、関連して、昨年 12 月に成立した地方自治法の一部を改正する法律（令和４年法律第 101 号）
の附則においても、政府は、事業主に対し、地方議会議員選挙における立候補に伴う休暇等に関する事
項を就業規則に定めること等の自主的な取組を促すものとされているところです。

全国的に人口減少と高齢化が進行し、住民ニーズや地域課題が多様化・複雑化する中で、地域の多様
な民意を集約し、広い見地から個々の住民の利害や立場の違いを包摂する地域社会のあり方を議論する
地方議会の役割はより重要となります。また、地域社会において、行政のほか、コミュニティ組織やＮ
ＰＯ、企業等の多様な主体が、組織の枠を越えて、サービス提供や課題解決の担い手としてより一層関
わっていくことが必要であり、これらの多様な主体の参画を得る観点からも、議会の役割は重要です。

しかしながら、地方議会に関しては、議員の構成が、住民の構成と比較して女性や 60 歳未満の者、勤
労者の割合が低いなど、多様性を欠く状況が続いており、このような状況が住民の議会への関心を低下
させているとの指摘もなされています。議会がその重要な役割を十分に果たしていくために、それぞれ
の地域において、女性や若者、勤労者等を含め、多様な人材が参画し、住民に開かれた議会を実現して
いくことが喫緊の課題です。

貴団体におかれましては、このような背景を踏まえ、各企業が次の事項に取り組んでいただけるよう、
傘下団体・企業に対する周知について、御協力をいただきますようよろしくお願いいたします。

１　地方議会議員選挙において、勤労者が容易に立候補をすることができるよう、各企業の状況に応
じ、就業規則について必要な見直しを行い、立候補に伴う休暇制度を設けることや、立候補した勤
労者に対し解雇や減給等の不利益な取扱いをしないこととしていただくこと。

２　企業に勤務しながら議員活動を行うことができるよう、各企業の状況に応じ、就業規則における
副業・兼業に係る規定の見直しや明確化を行うことにより、議員との副業・兼業を可能としていた
だくこと。

総務省の要請（R5.1.26）総務省の要請（R5.1.26）

都道府県議会の取組
〇若者と議員との意見交換…半数近くの県で

実施。秋田県等はグループに分かれ意見交換
〇学生議会、子ども議会の開催…半数以上の

県で実施。模擬議会を通じて実際の議会を
体験

市議会の取組
〇北海道の地方議員有志の取組…統一地方

選挙に向けて「地方議会議員養成講座」を
開催

〇子ども議会の開催…84議会で実施、増加傾向
町村議会の取組

〇若者が参加した広報紙の作成…取組例：大
学と連携協力協定を締結し、学生が特集記
事の執筆を担当

〇若者と議員との意見交換…取組例：地域の
高校で学生と議員がテーマを設定したグルー
プワークを実施

若者参画につなげる
女性や若者等多様な人材の議会への参画につなげる主な取組

都道府県議会の取組
〇住民と議員との意見交換…半数以上の県で

実施。長野県等はオンラインでも実施
〇議長記者会見…半数以上の県で実施。定例

会の概要を議長からネット等で配信
市議会の取組

〇議会報告会の開催…225議会で実施、主に
報告・意見交換を行う

〇ＳＮＳを活用した情報発信…388議会で実
施、多様なツールを利用

町村議会の取組
〇政策サポーター制度の導入…取組例：住民

が政策サポーターとして議員と議論し、研究
テーマに関する政策を提言

〇住民と議員との意見交換…取組例：公共施
設等にカフェコーナーを設けて意見交換を実
施し、政策に反映

住民の関心を高める
都道府県議会の取組

〇会議規則等に出産等の取扱いを明示…出産：全
47議会、育児：45議会、産前産後期間：44議会

〇福岡県議会ハラスメント条例…県内市町村
議会を含めた研修の実施、相談体制を整備

市議会の取組
〇会議規則等に出産等の取扱いを明示…出産：

785議会、育児：759議会、産前産後期間：
750議会

〇議長会による議員研修支援…男女共同参画
の研修モデルプログラムをオンデマンド配信

町村議会の取組
〇会議規則等に出産等の取扱いを明示…出

産：825議会、育児：618議会、産前産後期
間：632議会

〇議会における育児時間の付与…取組例：１歳
未満の乳児を育てている議員が本会議中に
育児時間（例：授乳）を議長に請求できるよ
う会議規則を改正

女性参画につなげる

地方議会議員の立候補環境の整備について
－多様な人材が参画し住民に開かれた地方議会の実現に向けて－

○女性や若者等多様な人材の地方議会への参画につなげるため、第 33 次地方制度調査会答申で明記さ
れた、次の事項について、格別の配慮をお願いしたい。

企業の就業規則において、
１ 立候補に伴う休暇制度を設けること。
２ 議員との副業・兼業を可能とすること。

議会三団体の要請（R5.1.26）議会三団体の要請（R5.1.26）
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本
会
は
１
月
24
日
に
国
会
対
策
委
員
会
、
31
日
に
地
方

財
政
委
員
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。

地
方
財
政・国
会
対
策
委

地
方
財
政・国
会
対
策
委  

開
催
開
催

要
望
結
果
を
了
承

要
望
結
果
を
了
承

地
方
財
政
委
員
会

地
方
財
政
委
員
会

国
会
対
策
委
員
会

国
会
対
策
委
員
会

国
会
対
策
委
員
会
（
委
員

長
＝
橋
本
勝
川
崎
市
議
会
議

長
）
は
１
月
24
日
、
都
内
で

第
１
４
６
回
委
員
会
を
開
催
。

今
年
度
要
望
結
果
概
要
な
ど

に
つ
い
て
協
議
、
了
承
し
た
。

要
望
結
果
概
要
は
、
①
多

様
な
人
材
の
市
議
会
へ
の
参

画
促
進
②
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を

展
望
し
た
地
方
行
財
政
の
充

実
③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
④
頻
発
・
激
甚

化
す
る
大
規
模
災
害
等
か
ら

の
防
災
・
減
災
対
策
及
び
復

旧
・
復
興
対
策
等
⑤
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興橋本委員長（川崎市）

阿部委員長（三条市）

地
方
財
政
委
員
会
（
委
員

長
＝
阿
部
銀
次
郎
三
条
市
議

会
議
長
）
は
１
月
31
日
、
都

内
で
第
１
６
０
回
委
員
会
を

開
催
し
た
。

委
員
会
で
は
、
今
年
度
の

要
望
結
果
概
要
に
つ
い
て
報

告
し
、
次
年
度
へ
の
申
し
送

り
事
項
を
決
定
し
た
。

要
望
結
果
概
要
で
は
、
委

員
会
要
望
項
目
の
う
ち
①
地

方
税
財
政
②
地
方
債
計
画
③

地
方
公
営
企
業
―
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
政
府
予
算
の
動

向
な
ど
を
報
告
し
た
。

①
に
つ
い
て
、
令
和
５
年

度
政
府
予
算
案
に
お
け
る
地

―
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度

政
府
予
算
編
成
な
ど
国
の
動

き
を
報
告
。

①
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12

月
10
日
に
議
員
立
法
に
よ
り

地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、

「
議
員
個
人
に
よ
る
請
負
に

関
す
る
規
制
の
緩
和
」、「
災

害
等
の
場
合
の
開
会
日
の
変

更
」
に
関
す
る
規
定
が
整
備

さ
れ
た
。
ま
た
、
同
月
21
日

の
第
33
次
地
方
制
度
調
査
会

第
３
回
総
会
で
は
、
議
会
の

位
置
付
け
お
よ
び
議
員
の
職

務
を
明
確
化
す
る
こ
と
な
ど

が
答
申
と
し
て
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
旨
、
報
告
し
た
。

②
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
交
付
金

１
０
０
０
億
円
の
確
保
や
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

事
業
費
1
兆
２
５
０
０
億
円

の
創
設
、ま
た
、令
和
５
年
度

政
府
予
算
案
な
ど
に
つ
い
て

報
告
し
た
（
第
１
６
０
回
地

方
財
政
委
員
会
記
事
参
照
）。

③
で
は
、
令
和
４
年
度
第

二
次
補
正
予
算
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
７
５
０
０
億
円

（
4
年
度
当
初
予
算
と
併
せ

１・95
兆
円
）が
追
加
措
置
さ

れ
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。

④
に
つ
い
て
は
、「
流
域
治

水
」
の
取
り
組
み
な
ど
が
推

進
さ
れ
る
と
し
た
。

⑤
で
は
、
令
和
５
年
度
の

復
興
庁
予
算
案
が
５
２
５
３

億
円
と
な
っ
た
と
報
告
し
た
。

講
師
説
明
で
は
、
総
務
省

の
鈴
木
清
大
臣
官
房
審
議
官

（
税
務
担
当
）、
的
井
宏
樹

大
臣
官
房
審
議
官
（
財
政
制

度・財
務
担
当
）
が
「
令
和
５

年
度
地
方
税
制
改
正
に
つ
い

て
」、「
令
和
５
年
度
地
方
財

政
対
策
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

方
財
政
対
策
で
は
、
一
般
財

源
総
額
（
水
準
超
経
費
除

く
）
は
前
年
度
比
０・２
兆

円
増
の
62
・
２
兆
円
が
確
保

さ
れ
た
。
地
方
交
付
税
総
額

は
、前
年
度
比
０・３
兆
円
増

の
18
・
４
兆
円
が
確
保
さ
れ
、

5
年
連
続
の
増
額
と
な
っ
た
。

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
前
年

度
比
０・８
兆
円
減
の
１
・

０
兆
円
と
な
っ
た
。

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、

商
業
地
に
係
る
固
定
資
産
税

の
上
昇
額
を
半
減
す
る
措
置

が
令
和
４
年
度
限
り
で
終
了

し
、
５
年
度
は
既
定
の
負
担

調
整
措
置
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。し
か
し
、償
却

資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
は
、
生
産
性
革
命
の

実
現
に
向
け
た
特
例
措
置
が

期
限
を
も
っ
て
終
了
と
な
っ

た
も
の
の
、
中
小
事
業
者
等

の
生
産
性
向
上
や
賃
上
げ
の

促
進
に
資
す
る
償
却
資
産
の

導
入
に
係
る
固
定
資
産
税
の

特
例
措
置
が
新
設
さ
れ
た
。

自
動
車
関
係
諸
税
で
は
、

車
体
課
税
の
う
ち
環
境
性
能

割
で
現
行
の
税
率
区
分
が
令

和
５
年
12
月
末
ま
で
据
え
置

か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

税
率
区
分
（
燃
費
基
準
達
成

度
）
は
次
回
改
正
（
令
和
8

年
度
）
ま
で
に
段
階
的
に
引

き
上
げ
る
と
さ
れ
た
。

②
に
つ
い
て
、
一
般
単
独

事
業
債
は
前
年
度
比
６
２
６

億
円
減
の
２
兆
７
３
８
８
億

円
と
な
っ
た
。
過
疎
対
策
事

業
債
は
前
年
度
比
２
０
０
億

円
増
の
５
４
０
０
億
円
が
計

上
さ
れ
た
。

③
に
つ
い
て
、
公
営
企
業

操
出
金
は
前
年
度
比
約
３
４

９
億
円
減
の
２
兆
４
０
０
０

億
円
、
公
営
企
業
債
は
約
１

０
７
２
億
円
増
の
２
兆
７
５

５
４
億
円
と
な
っ
た
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
影
響
で
収
入
が
減

少
す
る
公
営
企
業
の
資
金
繰

り
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、

全
事
業
を
対
象
と
す
る
特
別

減
収
対
策
企
業
債
の
発
行
期

限
が
１
年
間
延
長
さ
れ
た
。

次
年
度
委
員
会
へ
の
申
し

送
り
事
項
は
①
地
方
税
財

政
（
一
般
財
源
総
額
の
確

保
・
充
実
、
固
定
資
産
税
の

安
定
的
な
確
保
等
）
②
地
方

債
計
画
（
地
方
債
資
金
の
確

保
、
起
債
対
策
事
業
の
拡
大

等
）
③
地
方
公
営
企
業
（
公

営
企
業
操
出
金
等
の
所
要
額

確
保
等
）
④
国
庫
補
助
負
担

金
（
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃

止
等
）
―
に
つ
い
て
の
4
項

目
を
了
承
。

講
師
説
明
で
は
、
総
務
省

自
治
財
政
局
の
近
藤
貴
幸
調

整
課
長
が
「
令
和
５
年
度
地

方
財
政
の
姿
」、同
省
自
治
税

務
局
の
市
川
靖
之
都
道
府
県

税
課
長
が
「
令
和
５
年
度
地

方
税
制
改
正
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
説
明
し
た
。
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小蓑日本財団
海洋環境チームシニアオフィサー

　　現地調査参加委員　副…副議長

【委員長】	 大川　裕（小田原市）
【副委員長】	 吉澤美樹郎（諏訪市）
	 多田光廣（丸亀市）
【委員】青木靖（伊豆市）、稲吉郭哲（蒲
郡市）、木下順一（鳥羽市）、筈井昌彦
（守山市）、松木義昭（芦屋市）、梨本洪
珪（葛󠄀城市）、髙本訓司（尾道市）、笠井
一司（阿波市）、鶴戸継啓副（天草市）、
河野豊（佐伯市）、鈴木一成（宮崎市）

現地調査　現地調査　プラごみ問題特別委員会プラごみ問題特別委員会

香川・丸亀香川・丸亀
プラごみの現状と対応プラごみの現状と対応

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
は

じ
め
と
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
問
題
に
関
す
る
特
別
委

員
会
（
委
員
長
＝
大
川
裕
小

田
原
市
議
会
議
長
）
は
1
月

20
日
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
調

査
す
る
た
め
、
正
副
委
員
長

を
は
じ
め
西
日
本
地
区
の
11

委
員
は
、
香
川
県
丸
亀
市
を

訪
ね
、
日
本
財
団
海
洋
事
業

部
海
洋
環
境
チ
ー
ム
シ
ニ
ア

オ
フ
ィ
サ
ー
の
小
蓑
雅
也

氏
、
丸
亀
市
市
民
生
活
部
の

田
中
壽
紀
部
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
説
明
を
受
け
た
。

開
催
市
議
長
あ
い
さ
つ
で

多
田
光
廣
副
委
員
長
（
丸
亀

市
）
は
、「
市
内
を
流
れ
る

県
内
唯
一
の
一
級
河
川
の

土
器
川
、
二
級
河
川
の
金
倉

川
、
大
束
川
は
す
べ
て
瀬
戸

内
海
に
注
が
れ
て
お
り
、
海

洋
ご
み
を
抑
制
す
る
た
め
に

多田副委員長
（丸亀市）

松永丸亀市長

は
、陸
域
、海
域
一
体
と
な
っ

た
取
組
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
松
永
恭
二
丸
亀

大川委員長
（小田原市）

市
長
が
自
然
豊
か
な
丸
亀
の

紹
介
と
と
も
に
、
調
査
に
あ

た
っ
て
来
訪
さ
れ
た
委
員
に

歓
迎
の
意
を
述
べ
た
。

大
川
委
員
長
は
、
小
田
原

市
、
諏
訪
市
、
丸
亀
市
の
現

地
調
査
お
よ
び
現
地
調
査
に

参
加
さ
れ
た
委
員
と
の
意
見

交
換
を
通
じ
て
、
国
に
対
す

る
要
望
、
提
言
に
結
び
つ
け

て
い
き
た
い
旨
、
述
べ
た
。

本
州
、
四
国

及
び
九
州
に
囲

ま
れ
た
日
本
最

大
の
閉
鎖
性
海

域
の
「
瀬
戸
内

海
」。
環
境
省

が
２
０
０
７
年

に
実
施
し
た
調

査
に
よ
る
と
、

瀬
戸
内
海
へ
の

ご
み
流
入
量
は

年
間
約
４
５
０
０
㌧
で
、
こ

の
う
ち
陸
か
ら
の
流
入
が
３

０
０
０
㌧
に
上
る
と
い
う
。

香
川
県
の
海
ご
み
対
策
は
、

平
成
25
年
に
内
陸
部
も
含
む

県
内
の
市
と
町
が
参
加
す
る

香
川
県
海
ご
み
対
策
推
進
協

議
会
の
設
置
を
は
じ
め
、
漁

業
者
と
自
治
体
が
一
体
と

な
っ
て
海
底
堆
積
ご
み
を
回

収
す
る
「
香
川
県
方
式
の
海

底
堆
積
ご
み
回
収・処
理
シ
ス

テ
ム
」な
ど
を
展
開
し
て
い
た
。

し
か
し
、
県
境
を
超
え
る

海
ご
み
は
、
県
ご
と
の
対
策

で
は
限
界
と
の
認
識
か
ら
、

令
和
元
年
8
月
、
対
岸
の
岡

山
県
と
連
携
協
力
、
9
月
に

広
島
県
、
愛
媛
県
を
加
え
た

4
県
に
よ
る
広
域
連
携
の
実

現
に
向
け
て
、
日
本
財
団
と

の
協
議
を
開
始
。
令
和
2
年

12
月
に
瀬
戸
内
４
県
（
岡
山

県
、
広
島
県
、
香
川
県
、
愛

媛
県
）
と
日
本
財
団
は
協
定

を
締
結
し
、
包
括
的
海
洋
ご

み
対
策
事
業
「
瀬
戸
内
オ
ー

シ
ャ
ン
ズ
Ｘ
」を
発
足
さ
せ
た
。

自
治
体
を
越

え
た
広
域
の
連

携
体
制
の
も
と

発
足
し
た
瀬
戸

内
オ
ー
シ
ャ
ン

ズ
Ｘ
は
、
活
動

期
間
を
5
年
間

と
し
、「
ご
み
の

流
出
量
70
％
減
、

回
収
量
10
％
以

上
増
の
達
成
」

を
目
指
し
、「
限
り
な
く
“
海

ご
み
ゼ
ロ
＂へ
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、海
洋
ご
み
対
策
と
循

環
型
社
会
を
見
据
え
た
「
瀬

戸
内
モ
デ
ル
」
を
世
界
に
発

信
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る

瀬
戸
内
海
エ
リ
ア
は
、閉
鎖
性

海
域
の
た
め
、▽
外
洋
か
ら
ご

み
の
流
入
が
少
な
く
、
対
策

に
応
じ
た
成
果
を
可
視
化
し

や
す
い
こ
と
▽
海
ご
み
の
大

部
分
は
自
分
た
ち
が
流
出
さ

せ
た
ご
み
で
あ
る
た
め
、当
事

者
意
識
を
伴
う
対
策
が
実
施

広域連携の実現へ広域連携の実現へ
瀬 4戸 県内 本財日 団

限りなく“海ごみゼロ”へ限りなく“海ごみゼロ”へ
から変えていくから変えていく瀬戸内海

し
や
す
い
こ
と
▽
山・街・川・

海
の
多
様
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と

海
底
を
網
羅
し
て
い
る
こ
と

―
な
ど
海
洋
ご
み
対
策
の
モ

デ
ル
と
し
て
最
適
な
地
域
と

な
っ
て
い
る
。

事
業
の

事
業
の
44
つ
の
柱

つ
の
柱

瀬
戸
内
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
Ｘ

は
目
標
達
成
の
た
め
、①
調

査
研
究
②
企
業
・
地
域
連
携

③
啓
発・
教
育・
行
動
④
政
策

形
成
―
4
つ
の
柱
に
沿
っ
て

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

①
調
査
研
究
で
は
、瀬
戸

内
海
の
海
洋
ご
み
に
対
し
て

陸
・
海
・
空
の
３
方
向
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
。陸
か
ら
は
河
川

流
域
か
ら
の
ご
み
の
流
出
実

態
調
査
、海
か
ら
は
漁
業
者
、

研
究
機
関
と
連
携
し
て
底
引

き
網
や
自
立
型
無
人
潜
水
艇

に
よ
る
海
底
ご
み
調
査
、空

か
ら
は
漂
着
ご
み
分
布
状
況

把
握
に
人
工
衛
星
や
ド
ロ
ー

ン
、Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
た

調
査
を
実
施
し
た
。

②
企
業・
地
域
連
携
で
は
、

食
品
、繊
維
、衣
料
メ
ー
カ
ー

等
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
開
発
、

電
車
の
中
刷
り
広
告
を
展
開
。

ポ
イ
捨
て
削
減
と
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
促
進

市内から瀬戸内海方面を望む：本会撮影
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面
で
は
、セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン・

ジ
ャ
パ
ン
が
全
国
展
開
す
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
事
業
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
、4
県
合
わ

せ
て
331
機
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

回
収
機
を
設
置
し
た
。今
後

は
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品

の
製
造・販
売
事
業
者
等
に

よ
る
自
主
回
収
・
リ
サ
イ
ク

ル
の
構
築
も
目
論
む
。

ま
た
、瀬
戸
内
４
県
で
、戦

略
的
な
ご
み
回
収
の
推
進
や

地
域
循
環
型
社
会
形
成
を
目

的
と
し
た
活
動
を
展
開
す
る

企
業
や
団
体
を
助
成
支
援
す

る
「
瀬
戸
内
海
洋
ご
み
削
減

行
動
促
進
・
支
援
基
金
」
を

創
設
。事
業
費
総
額
の
80
％

以
内
を
補
助
し
、令
和
６
年

度
ま
で
の
３
年
間
で
総
額

５
億
円
の
支
援
を
予
定
し
て

い
る
。昨
年
８
～
９
月
の
第

１
期
募
集
で
は
11
件
の
事
業

を
採
択
。現
在
、第
2
期
申
請

に
係
る
審
査
を
行
っ
て
い
る
。

③
啓
発・教
育・行
動
で
は
、

地
元
テ
レ
ビ
局
と
連
携
し
、

市
民
参
加
に
よ
る
実
践
活
動
、

一
斉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

す
る
。

④
政
策
形
成
で
は
、5
年

間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の

成
果
を
政
策
と
し
て
ま
と
め
、

国
、地
方
公
共
団
体
に
提
案

す
る
と
し
て
い
る
。

今
後
は
、調
査
研
究
、実
証

試
験
を
中
心
と
し
た
取
組
か

ら
、企
業
・
地
域
が
連
携
し
た

海
洋
対
策
に
軸
足
を
移
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
高松市

岡山県

香川県

本島 広島

牛島

手島

小手島

小豆島

◎
高松市

土器川金倉川

瀬戸内海

丸亀市

瀬戸内海瀬戸大橋

丸亀市の概要
香川県の瀬戸内海側の中西部に位置し、

典型的な瀬戸内海型気候で降水量が少な
く、四季を通じて温暖。早くから海上交通の要
衝、物資の集散地として発展。1597年に丸亀
城を築城して以降、城下町として栄え、現在も
市の中心部に400年以上の歴史を刻む「現
存12天守」のひとつ「丸亀城」が鎮座する。

市の北部は瀬戸内海の塩飽諸島に位置
する有人群島(本島、牛島、広島、小手島、手
島）を有し、南部は田園や里山の風景が続く。
人口11万1912人、面積１１1.83㎢

丸
亀
市
で
は

現
在
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
除
く

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
包

装
は
、
県
内
に

再
資
源
化
施

設
が
な
い
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、

資
源
ご
み
と
し
て
の
分
別
排

出
体
系
に
組
み
込
め
て
い
な

い
。
各
家
庭
か
ら
は
可
燃
ご

み
と
し
て
排
出
さ
れ
、
中
讃

広
域
行
政
事
務
組
合
が
管
理

運
営
す
る
ご
み
処
理
施
設
で

焼
却
処
理
し
て
い
る
。

一
方
で
、
廃
棄
物
の
減
量

化
と
と
も
に
資
源
の
有
効
利

用
等
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
市

民
へ
の
ご
み
の
分
別
排
出
の

徹
底
を
促
し
な
が
ら
、
左
図

の
品
目
に
係
る
資
源
収
集
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
持
込
場
所
を
指
定
し
て

の
使
用
済
小
型
家
電
や
廃

食
油
の
回
収
も
行
っ
て
お
り
、

循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け

た
取
組
を
進
め
て
い
る
。

海
ご
み
対
策
へ
の
取
組

海
ご
み
対
策
へ
の
取
組

海
洋
ご
み
の
多
く
は
内

陸
で
発
生
し
、
河
川
や
水
路

を
伝
っ
て
海
に
流
出
し
て
い

る
た
め
、
同
市
で
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る
海
洋
汚

染
防
止
に
向
け
て
、
自
治
会

や
事
業
者
、
漁
業
者
等
と
連

携
し
た
海
ご
み
の
清
掃
・
回

収
活
動
な
ど
海
域
・
陸
域
一

体
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
河
川
流
域
（
土
器

川
、
金
倉
川
）
や
港
（
丸
亀

港
）
周
辺
の
清
掃
活
動
に
定

期
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ

か
、島
し
ょ
部
（
広
島
、本
島
、

牛
島
）
で
も
海
岸
で
の
漂
着

ご
み
の
回
収
を
行
っ
て
い
る
。

企
業
等
に
よ
る
取
組

企
業
等
に
よ
る
取
組

同
市
沿
岸
部
に
立
地
す
る

三
菱
電
機
株
式
会
社
は
、
昭

和
54
年
の
立
地
当
時
か
ら
地

域
の
美
化
活
動
に
貢
献
。
工

場
周
辺
の
清
掃
活
動
、島
し
ょ

部
で
の
定
期
的
な
里
山・里
海

保
全
活
動
を
行
っ
て
い
る
。活

動
後
に
は
こ
ど
も
野
外
教
室

や
ウ
ミ
ホ
タ
ル
の
観
察
会
を

催
し
、
環
境
保
全
活
動
へ
の

理
解
を
深
め
る
機
会
を
創
出
。

こ
れ
ま
で
の
社
会
貢
献
活
動

が
評
価
さ
れ
、
昨
年
、
香
川

県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
賞（
企
業

部
門
）を
受
賞
し
た
。

ま
た
、
市
内
の
私
立
大
手

前
丸
亀
中
学
・
高
等
学
校
で

は
生
徒
を
中
心
に
近
年
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
s
に
関
す
る
活
動
の
企

画
運
営
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
同
校
生
徒

が
中
心
と
な
り
、
海
ご
み
に

詳
し
い
講
師
を
招
い
て
「
海

ご
み
勉
強
会
」
を
開
催
。
海

岸
の
ご
み
拾
い
と
同
時
に
ご

み
を
種
類
ご
と
に
数
え
、
そ

の
正
体
を
知
る
世
界
共
通
の

手
法
と
な
る
「
Ｉ
Ｃ
Ｃ
」
に

基
づ
い
て
海
ご
み
の
種
類
や

量
を
調
査
・
分
析
。
生
活
の

中
か
ら
海
ご
み
が
出
て
い
る

実
態
を
知
り
、
ご
み
減
量
意

識
へ
繋
が
り
、
陸
の
ご
み
拾

い
活
動
に
発
展
し
て
い
る
。

丸
亀
市
で
は
、
香
川
県
が

進
め
て
い
る
「
か
が
わ
『
里

海
』
づ
く
り
」
の
取
組
を
瀬

戸
内
海
沿
岸
の
自
治
体
や
河

川
の
上
流
自
治
体
と
と
も
に

推
進
し
、
育
成
さ
れ
た
人
材

の
力
を
生
か
し
た
環
境
保
全

へ
の
取
組
を
進
め
、
瀬
戸
内

オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
X
の
調
査
で

得
ら
れ
た
川
ご
み
の
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
な
ど
に
お
け
る
効

果
的
な
清
掃
活
動
な
ど
、
多

様
な
主
体
が
参
加
し
た
持
続

的
な
環
境
保
全
活
動
に
繋
げ

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

田中丸亀市
市民生活部長

瀬
戸
内
海
と

そ
の
島
々
、
丸

亀
城
と
そ
の
城

下
町
、
市
内
を

流
れ
る
土
器
川

や
金
倉
川
な
ど
、

風
光
明
媚
な
豊

か
な
自
然
環
境

や
歴
史
文
化
遺

産
に
恵
ま
れ
た

街
、
丸
亀
市
。

同
市
で
は
令
和
4
年
3
月

に
策
定
の
第
二
次
環
境
基
本

計
画
の
中
で
、
望
ま
し
い
環

境
像
を
「
自
然
と
歴
史
が
調

和
し 

市
民
が
つ
く
る
田
園
文

化
都
市
」
を
掲
げ
、そ
の
実
現

に
向
け
て
、
行
政
・
市
民
・
事

業
者
・
市
民
団
体
の
協
働
に

よ
り
、
同
市
が
抱
え
る
様
々

な
環
境
問
題
の
解
決
に
向
け

た
取
組
を
推
進
し
て
い
る
。

資源ごみ

収 集

取引業者

紙 類
段ボール
紙パック

缶
ガラスびん
ペットボトル

ク リ ー ン セ
ン タ ー 丸 亀
中 間 処 理・
ス ト ッ ク

行政・市民・事業者・市民団体行政・市民・事業者・市民団体

協働による取組を推進協働による取組を推進
丸丸亀亀市市

陸部・島しょ部・企業・学生陸部・島しょ部・企業・学生

海ごみに向き合う海ごみに向き合う
丸丸亀亀市市
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議員研修誌 月刊 地方議会人

巻頭言　地方自治に思う
■ 新たなテクノロジー、新たな議会

東京大学大学院法学政治学研究科教授
	 宍 戸 常 寿

■ 特集
▶ デジタル化の光と影
韓国の地方議会視察で得られた知見から
東北大学大学院情報科学研究科准教授
	 河 村 和 徳

▶ 地方議会のデジタル活用の３つのポイント
日本マネジメント総合研究所理事長
	 	 戸 村 智 憲

■	地方議会への提言
第33次地方制度調査会答申を読む
「多様な人材が参画し住民に開かれた地方
議会の実現」をめざして
大正大学社会共生学部教授
	 	 江 藤 俊 昭

■	現地報告
北海道白老町／YouTubeは開かれた 
議会のために
北海道白老町広報広聴常任委員会委員長
	 	 西 田 祐 子
千葉県鎌ケ谷市／住民の声を聴くために
鎌ケ谷市長	
	 芝 田 裕 美

神奈川県開成町／「読む」から「見る」時代へ 
神奈川県開成町議会議長	
	 吉 田 敏 郎

愛知県知立市／活動を止めない、議論
を止めない、公開を止めない議会へ 
愛知県知立市議会議長	
	 中 野 智 基

■ 特別寄稿
「請負禁止の緩和」に至る経緯と 
その効果  ～ 地方自治法改正に寄せて ～
全国町村議会議長会	  
議事調査部長	 飯 田 　 厚

デジタル化は誰のため？
特　集

2023

2

東病院協会長
（名寄市）

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都

市
議
会
協
議
会
（
会
長
＝
東

千
春
名
寄
市
議
会
議
長
）
は

1
月
19
日
、
全
国
都
市
会
館

で
正
副
会
長・監
事・相
談
役

会
議
を
開
催
。「
自
治
体
病
院

に
関
す
る
要
望
」
を
決
定
し
、

要
望
活
動
を
行
っ
た
。

東
会
長
の
冒
頭
あ
い
さ
つ

の
後
、
要
望
書
や
令
和
４
年

度
要
望
結
果
な
ど
に
つ
い
て

協
議
に
入
っ
た
。

要
望
書
は
、
①
財
政
措
置

等
②
医
師
確
保
対
策
等
③
医

師
等
の
働
き
方
改
革
④
新
専

門
医
制
度
⑤
救
急
医
療
⑥
地

域
医
療
構
想
⑦
被
災
地
支
援

と
自
然
災
害
時
等
の
医
療
確

保
⑧
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
―
に
つ
い
て
の

８
項
目
。

前
回
の
要
望
書
に
サ
イ

山田参議院厚生労働委員長（左から５人目）

三ッ林衆議院厚生労働委員長（左から５人目）

バ
ー
攻
撃
に
よ
る
医
療
機

能
停
止
防
止
の
た
め
、 

サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に

か
か
る
費
用
面
で
の
支
援
お

よ
び
被
害
を
受
け
た
場
合
の

財
政
支
援
な
ど
を
求
め
る
項

目
が
加
わ
っ
た
。

令
和
４
年
度
要
望
結
果
に

つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
総

務
省
予
算
案
で
病
院
事
業
債

に
措
置
さ
れ
る
地
方
交
付
税

の
対
象
と
な
る
建
築
単
価
の川田参議院厚生労働委員会理事（左）

上
限 

が
１
㎡
当
た
り
40
万

円
か
ら
47
万
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
ほ
か
、
５
年
度
厚
生

労
働
省
予
算
案
で
は
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
導
入
促
進
事
業

に
前
年
度
比
11
億
円
増
の

86
億
８
０
０
０
万
円
が
計
上

さ
れ
、
救
急
医
療
体
制
の
強

化
に
関
す
る
費
用
が
拡
充
さ

れ
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。当

日
は
講
師
と
し
て
、
厚

生
労
働
省
医
政
局
の
医
事
課

医
師
養
成
等
企
画
調
整
室
の

佐
々
木
康
輔
室
長
お
よ
び
地

域
医
療
計
画
課
医
師
確
保
等

地
域
医
療
対
策
室
の
守
川
義

信
地
域
医
療
構
想
推
進
専
門

官
が
「
医
師
確
保
対
策
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
説
明
し
た
。

会
議
終
了
後
、
決
定
し

た
「
自
治
体
病
院
に
関
す
る

要
望
」
に
つ
い
て
三
ッ
林
裕

巳
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
長
、

山
田
宏
参
議
院
厚
生
労
働
委

員
長
、
川
田
龍
平
参
議
院
厚

生
労
働
委
員
会
理
事
に
面
談

し
、
要
望
を
行
っ
た
。

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議

経
営
基
盤
安
定
な
ど
の

支
援
求
め
る

自 治 体
病 院 協
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全
国
高
速
自
動
車
道
市
議

会
協
議
会
（
会
長
＝
石
橋
浩

人
相
馬
市
議
会
議
長
）
は
2

月
１
日
、
第
49
回
定
期
総
会

を
開
催
し
、
高
速
道
路
の
整

備
促
進
な
ど
を
求
め
る
決
議

を
決
定
し
た
。

冒
頭
、
石
橋
会
長
か
ら
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
衛
藤
征
士

郎
高
速
道
路
建
設
推
進
議
員

連
盟
会
長
（
衆
議
院
議
員
）

か
ら
の
来
賓
あ
い
さ
つ
、
村

井
嘉
浩
全
国
高
速
道
路
建
設

協
議
会
会
長
（
宮
城
県
知

事
）
か
ら
の
祝
電
披
露
、
講

師
説
明
な
ど
が
あ
り
、
協
議

に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
令
和
３
年
度

会
計
決
算
に
つ
い
て
中
川
明

雄
監
事
（
旭
川
市
議
会
議

石橋高速協会長
（相馬市）

監査報告する中川監事
（旭川市）

衛藤高速道路議連会長
（衆議院議員）

長
）
か
ら
監
査
結
果
報
告
が

あ
り
、
こ
れ
を
認
定
。
続
い

て
、
５
年
度
予
算
案
、
５
年

度
活
動
方
針
案
に
つ
い
て
協

議
し
、
原
案
通
り
決
定
し
た
。

協
議
の
後
、
８
項
目
か
ら

な
る
決
議
を
満
場
一
致
で
採

択
し
た
。
決
議
は
▽
高
規
格

幹
線
道
路
網
１
万
４
０
０
０

㌔
㍍
お
よ
び
地
域
高
規
格
道

路
の
整
備
▽
暫
定
２
車
線
区

間
の
早
期
４
車
線
化
▽
道
路

整
備
等
が
長
期
安
定
的
に
実

施
可
能
な
財
源
確
保
▽
防

災・減
災
、国
土
強
靱
化
の
た

め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
の

予
算
・
財
源
確
保
お
よ
び
計

画
的
な
事
業
推
進
、
５
か
年

対
策
後
の
予
算
の
継
続
的
確

保
と
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
▽
高
速
道

路
の
危
機
管
理
強
化
、
高
速

道
路
を
利
用
し
た
防
災
に
資

す
る
整
備
の
推
進
▽
予
防
保

全
の
十
分
な
財
源
確
保
、
維

持
管
理
・
更
新
に
関
す
る
新

技
術
の
開
発
・
導
入
へ
の
一

層
の
支
援
▽
重
大
事
故
に
対

す
る
万
全
の
安
全
対
策
▽
渋

滞
対
策
や
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

木原衆議院国土交通委員長（右から7人目）

中根衆議院国土交通委員会理事（左から7人目）

ジ
の
整
備
促
進
、
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
の
機
能
向
上
や
観
光

需
要
喚
起
が
期
待
さ
れ
る
取

り
組
み
の
推
進
―
を
要
望
す

る
も
の
で
（
全
文
は
本
会
Ｈ

Ｐ
掲
載
）、
総
会
終
了
後
、
政

府
要
職
や
地
元
選
出
国
会
議

員
ら
に
要
望
活
動
を
行
う
と

し
た
。

講
演
で
は
、
国
土
交
通
省

道
路
局
の
橋
本
雅
道
高
速
道

路
課
長
が
「
高
速
道
路
を
取

り
巻
く
最
近
の
情
勢
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
説
明
し
た
。

金子自民党ITS推進・道路調査会長（左から7人目）

会
議
終
了
後
、正
副
会
長・

監
事
・
相
談
役
は
要
望
活
動

を
実
施
。

木
原
稔
衆
議
院
国
土
交
通

委
員
長
、
中
根
一
幸
衆
議
院

国
土
交
通
委
員
会
理
事
、
金

子
恭
之
自
由
民
主
党
Ｉ
Ｔ
Ｓ

推
進
・
道
路
調
査
会
長
に
面

談
し
、決
議
を
手
交
の
上
、要

請
を
行
っ
た
。

高速協

第第
4949
回
定
期
総
会

回
定
期
総
会

高
速
道
路
整
備
促
進 

決
議
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全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
（
会
長
＝
清
水
義
朋

福
生
市
議
会
議
長
）
は
２
月

２
日
、
第
86
回
総
会
を
都
内

で
開
催
。
令
和
５
年
度
活
動

方
針
な
ど
を
協
議
・
決
定
し

た
。冒

頭
、
清
水
会
長
か
ら
の

い
さ
つ
に
続
き
、
尾
身
朝
子

総
務
副
大
臣
、
木
村
次
郎
防

衛
大
臣
政
務
官
か
ら
の
来
賓

あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

協
議
で
は
、
令
和
５
年
度

活
動
方
針
に
つ
い
て
決
定
。

活
動
方
針
は
、
①
基
地
交

付
金
・
調
整
交
付
金
の
所
要

額
確
保
等
②
基
地
周
辺
対
策

の
充
実
強
化
―
に
つ
い
て
の

２
つ
の
活
動
目
標
を
柱
と
す

る
も
の
。
①
で
は
▽
基
地
交

付
金
･
調
整
交
付
金
の
所
要

額
確
保
▽
基
地
対
策
事
業
に

係
る
地
方
財
政
措
置
の
拡
充

―
な
ど
４
項
目
を
、
②
で
は

▽
基
地
周
辺
対
策
経
費
の
所

要
額
確
保
▽
特
定
防
衛
施
設

周
辺
整
備
調
整
交
付
金
の
充

実
強
化
▽
基
地
周
辺
安
全
対

策
の
徹
底
等
▽
防
衛
力
整
備

計
画
実
施
に
当
た
っ
て
の
地

元
意
見
の
尊
重
等
―
な
ど
12

項
目
を
掲
げ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
５
年
度
事
業

計
画
、
５
年
度
予
算
に
つ
い

て
決
定
し
、
３
年
度
会
計
決

算
に
つ
い
て
近
藤
和
義
監
事

（
佐
渡
市
議
会
議
長
）
か
ら

報
告
が
あ
り
、
認
定
し
た
。

ま
た
、
総
会
で
は
、
Ａ
Ｎ

Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
顧
問

で
あ
り
元
統
合
幕
僚
長
の
岩

﨑
茂
氏
が
「
新
戦
略
で
我
が

国
の
安
全
保
障
は
大
丈
夫
？

―
今
後
の
安
全
保
障
政
策
の

課
題
―
」
と
題
し
て
講
演
。

講
師
説
明
で
は
、
総
務
省

自
治
税
務
局
の
天
利
和
紀
固

定
資
産
税
課
長
、
防
衛
省
地

方
協
力
局
の
村
井
勝
総
務
課

長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
省
が
所
管

す
る
基
地
関
係
予
算
等
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

清水基地協会長
（福生市）

尾身総務副大臣 木村防衛大臣政務官

岩﨑ANAホールディングス
顧問・元統合幕僚長

近藤監事
（佐渡市）

小田原城

  

議

長

の

話

議

長

の

話

小
田
原
市

委
員
長
市
紹
介

最終回最終回

大川裕議長

市　章

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　

18
万
７
１
６
６
人

（
令
和
５
年
１
月
１
日
）

▽
面
積　
１
１
３・60
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
戦
国
時
代

に
後
北
条
氏
の
城
下
町
と
し

て
発
展
し
、
江
戸
時
代
に
は

東
海
道
屈
指
の
宿
場
町
と
し

て
栄
え
、
明
治
期
に
は
政
財

界
人
や
文
化
人
の
別
荘
、
居

住
地
と
し
て
愛
さ
れ
て
き
た
。

昭
和
15
年
12
月
20
日
に
４
町

村
と
１
村
の
一
部
が
合
併
し
、

市
制
を
施
行
、
小
田
原
市
が

誕
生
。
そ
の
後
も
周
辺
町
村

と
の
合
併
を
重
ね
、
昭
和
46

年
に
橘
町
を
合
併
。現
在
、神

奈
川
県
西
部
の
中
核
を
担
う

都
市
と
し
て
発
展
し
続
け
て

い
る
。

▽
シ
ン
ボ
ル　
市
章
は
波
頭

で
梅
花
を
表
し
た
も
の
。
昔

か
ら
梅
の
名
所
と
し
て
知
ら

れ
、
相
模
湾
に
面
し
水
産

業
・
漁
業
も
盛
ん
で
あ
っ
た

こ
と
を
表
徴
し
て
い
る
。
市

の
花
は
う
め
、
木
は
く
ろ
ま

つ
、
鳥
は
コ
ア
ジ
サ
シ
、
魚

は
ア
ジ・メ
ダ
カ
。

【
議
会
の
概
要
】　

▽
議
員
定
数　

27
人
（
現

在
・
男
性
20
人
、
女
性
６
人
、

欠
員
1
人
）

▽
前
回
選
挙　
平
成
31
年
４

月
21
日
。
立
候
補
37
人
。
投

票
率
42・13
％

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
昨
年

12
月
議
会
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
活
用
し
た
「
デ
ジ
タ

ル
議
会
」
を
開
始
し
、
議
会

運
営
の
活
性
化
、
議
会
事
務

の
効
率
化
に
取
組
む
。
ま
た
、

地
域
全
体
で
経
済
好
循
環
を

目
指
す
「
小
田
原
市
地
域
経

済
好
循
環
推
進
条
例
」
を
議

員
提
案
に
よ
り
制
定
。
感
染

症
ま
ん
延
等
に
備
え
、
オ
ン

ラ
イ
ン
委
員
会
実
施
の
た
め

会
議
規
則
・
委
員
会
条
例
を

改
正
。

小
田
原
市
は
、
東
京
か
ら

新
幹
線
で
約
30
分
、
鉄
道
５

社
６
路
線
が
乗
り
入
れ
、
市

内
に
18
の
駅
が
あ
り
、
交
通

至
便
な
ま
ち
で
す
。
首
都
圏

で
あ
り
な
が
ら
丹
沢
・
箱
根

山
系
と
相
模
湾
に
囲
ま
れ
、

森
里
川
海
が
コ
ン
パ
ク
ト
に

「
ひ
と
つ
ら
な
り
」
と
な
っ

た
豊
か
な
自
然
環
境
と
長
い

歴
史
・
文
化
、
多
彩
な
地
域

資
源
を
有
し
て
い
ま
す
。
小

田
原
城
や
梅
林
、
桜
等
の
風

光
明
媚
な
観
光
名
所
の
ほ
か
、

温
暖
な
気
候
が
育
む
柑
橘
類

を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
や

相
模
湾
の
種
類
豊
富
な
魚
等
、

小
田
原
の
多
様
な
食
材
と
食

文
化
も
魅
力
で
す
。
ぜ
ひ
小

田
原
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

基
地
協
第

基
地
協
第
8686
回
総
会

回
総
会

令
和
５
年
度
活
動
方
針
を
決
定


